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山形市立桜田小学校

１年生を迎える会

4月28日、たてわり班ごとに集まり、「1年生歓迎！」の気持ち

を表しました。児童会大山桜委員・代表委員が中心となり、企

画・実行。「今、できることを」と考え抜き、事前に作った名刺

を1年生にプレゼント。そしてゲームをして楽しみました。

本校では、リーダーとフォロアー（支える人）両方の役を経

験する場として、たてわり班活動を大事にしています。今年度

は顔を合わせて活動する機会を可能な限り設けていく予定です。

高学年は下学年に寄り添い、また、顔をのぞき込み反応を確かめながら語り

かけます。下学年は高学年を頼りにし、わからないことを尋ねたり笑顔で答えたりします。この

ようなことを積み重ね、お互いの関係を深め、知らず知らずのうちに上記のねらいが達成されて

いくのがたてわり班活動です。

各教室で、テ

レビ放送を使

って開会・閉

会をしました。

心を
重ね

新年度、1カ月が過ぎました。コロナの影響がまだまだ続くため、マスク着用、お互いの距離を

とりながらなど、様々な制限を設けながらではありますが、各学年・学級、順調に授業づくりが

進んでいます。

たてわり班活動も動き始めました。異年齢の児童同士が関わり合う中で、次に挙げ

るようなねらいを達成できるように仕組んでいます。

〈上学年にとって〉

① リーダーシップを高める（集団をまとめようとする責任感を育てる）

② 自己有用感の育成（下級生から憧れや頼られることで自分に自信をもつ）

③ 学ぶ意欲の高まり（下級生をリードし見本となるように努力する）

④ 思いやりの育成（年齢の差を考慮して様々な配慮をする）

⑤ 問題解決力の育成（下級生の意見を聞き、話し合いを通して解決していく）

〈下学年にとって〉

① 協調性の育成（集団の一員としての協力・思いやりの気持ちを持つ）

② あこがれの育成（近くにいる良きモデル・めざす姿になろうとする）

③ フォロアーシップの育成（自分の役割を果たし、みんなで活動する楽しさを味わう）

④ 学ぶ意欲の高まり（上級生に迫ろうとして努力する）



３年度スローガン

やさしさにあふれ
チャレンジしていく桜田小

～ 前進 ～
「自分たちの学校を自分たちでよりよくしていこう」という態度を養うことをねらって、児童

会委員会活動を行っています。今年度も各委員会の活動が始まっています。今年度のスローガン

を受け、「自分の委員会ではこんなことに取り組む」と計画を立てました（下記）。

“自分たちの学校生活を見つめ直し、より楽しくするには” － 自分たちで考え、実行して

いく経験は、やがて大人になって社会のことを考え、動いていける素地になるものと捉えていま

す。今年度も、今までを踏襲するだけではないものにも挑戦しようとしています。

12日（水）は、放送による全校

朝会。視聴覚室からの生放送。児

童会スローガンの発表、各委員会

からのめあてや活動の発表があり

ました。

各学級でこのスローガン（込め

た思い）を受け止め、具体的な取

り組みが展開されていきます。

６月行事予定
1日(火)登校指導 10日(木)歯科検診 22日(火)6年行政相談出前教室

2日(水)ランランタイム開始 11日(金)学校運営協議会 24日(木)5年自然体験学習

3日(木)歯科検診・クラブ活動 17日(木)歯科検診 〔山形市少年自然の家〕

4日(金)心電図検査 眼科検診 25日(金)2年生活科(春さがし)

児童会委員会活動 18日(金)2年生活科探検 〔山形市少年自然の家〕

４年生社会科見学 児童会代表委員会 29日(火)創立30周年記念航空写真

8日(火)耳鼻科検診 3年生社会科見学 学級写真等撮影

委員会 委員長 こんなことをしたい 主な活動

大山桜 Ａ・Ｋさん （スローガン） 代表委員会運営・目標への取り組み

全校交流 Ｔ・Ｎさん 仲のいい楽しい学校に 桜ピクニック計画・ゲーム集会

クリーン Ａ・Ｋさん 清潔で、すがすがしい学校に 用具点検・クリーン大作戦・草取り

新 聞 Ｋ・Ｓさん 見やすくておもしろい新聞を イラストコンテスト・ミックス新聞

桜田放送局 Ｙ・Ｓさん 全校生が笑顔で楽しくなる放送を 昼の放送（読み聞かせ・曲・クイズ）

図 書 Ｓ・Ｈさん 本の面白さを知ってもらう 図書当番・整理・読み聞かせ

体 育 Ｓ・Ｋさん 楽しく体力をつける 用具室の整理・ランランタイム・なわとび

給 食 Ｗ・Ｒさん マナーよく、感謝できる 献立紹介・マナー呼びかけ・ポスター

保 健 Ｓ・Ｓさん みんなが健康に過ごせる シャボネット当番・放送呼びかけ

これまでの話し合いの中で、「思いやりが少ないんじゃない？」「勇気が少ないんじゃ

ない？」という意見が出ました。このスローガンには「やさしさを増やしたい。困ってい

る人を助けたい。下学年や友だちに優しくしたい。」「どんなことにもチャレンジできる

といい。」という願いを込めました。また、『前進』とは、「やさしさとチャレンジを増

やし、レベルアップした桜田小にしたい。」という思いを込めました。


